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誌
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の
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の
机
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分
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改
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士
総
午
、
百
え
は
、

地
方
自
治
体
の
行
貯
政
的
な
円
律
性
を
高
め
zに
と
い
う
上
品
に
お
い
般
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’
あ
る
一
一
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の
一
一
り
年
代
の
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地
し
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ケ
サ
棒
北
口
且
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で
よ
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に
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の
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よ
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て
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と
地
方
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地
方
つ
い
治
体
に
移
つ
七
の
ご
あ
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第
に
注
は
す
べ
き
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は
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小
泉
州
羽
の
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丹
、
の
地
方
向
玩
財
政
制
定
の
改
革
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ケ
よ
っ
て
財
政
的
仕
分
離
が
は
か
ら
れ
た
と

い
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と
で
為
る
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叱
村
、

C
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午
て
こ
の
改
v牛
は
、
地
十
勺
白
川
A
1説
の
総
額
約
減
、
川
十
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席
補
功
缶
詰
一
念
の
溌
止
削
減
、
同
税
の

長
幹
税
司
心
的
介
へ
の
税
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移
譲
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体
で
行
わ
孔
に
た
け
町
に
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二
位

体
の
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以
上
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と
呼
ば
れ
る
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什
り
げ
は
小
は
、
移
転
川
町
、
婦
の
ぺ
れ

家
訂
減
バ
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ム
ロ
っ
た
税
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悶
炉
設
で
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尽
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、
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少
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と
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補
助
色
何
人
寸
が
削
減
さ
れ
た
り
味
合
さ
れ
た
り
、
J

た
こ
と
に
払
っ

t
財
政
的
な
法
主
は
か
つ
て
Y
Tり
相
げ
て
い
る
「

、

凶

3
1
こ
J
A
J
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？
？

L
1
4ぺ
I
t
－
－

v

ら：

分
汁
他
方
向
お
よ
び
分
離
方
同
を
日
指
L
4人
制
一
…
一
改
革
ト
あ
コ
た
と
い

v
t
T
1

J、
円問

、L
の
改
革
過
程
と
ん
阿
司
事
公
ば
担
ん
ハ
凶
休
心
巾

υ
こ
し
て
大
き
な
役
試
ケ
い
果
た
し
た
J

改
革
川
J

柏
市
市
に
つ
い
て
諸
事
会
は
ー
ポ

満
は
佼
扶
乙
7
L

て
残
る
t

と
し
な
が
ら
一
慨
L
て
台
情
口
、
と
あ
る
i

と
し
て
、
U
J

（ル北村、

。
。
＼
し
年
）
口
他
丘
、
廿
射
殺
日
治
体
は

同
一
じ
凶
作
J
h
市
出
町
村
の
松
波
刀

C
C
C
川
絞
も
あ
り
一
丸
〆
｝
な
っ
マ
、
μ

山
、
本
折
、
王
4
rず
る
／
）
い
う
状
討
に
は
な
山
一
つ
に
U

恨
う
が
そ

も
そ
も
改
革
に
社
1
て
ど
の
よ
う
云
認
設
を
必
い
て
い
た
の
か
は
い
士
だ

l
分
に
館
山
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
c

ド）ヘ〕七’
J
T

一一ト
d
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r
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仁
月
に
か
け
て
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さ
れ
戸
三
士
川
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川
川
向
判
長
へ
の
ア
ノ
今
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譲
庄
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山
符
を
も
と

ι

店
泊
私
の
防
長
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地
方
分
権
や
引
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も
に
向
寸
る
認
識
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れ
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汗
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別
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L
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識
し
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ー
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H
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八
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識
し
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い
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従
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古
川
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え
て
い
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と
が
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し
て
い
る
地
点
分
権
改
己
ー
の
判
明
者
に
ち
〈
U
Q
円
、
同
司
り
で
あ
る

一
大
森

一

o
c
d
、
八

民
、
出

［
心
、
一
の
の
一
［
守
i

ゴL

し
か
、
J

、、。ノ＼
γ

円
谷
を
同
ん
て
み
る
ー
、
大
多
数
の
基
位
一
向
－
U
付
が
白
津
川
聞
の
ホ
タ
ル
a

は
な
い
し
）

阿久一円、
J

て
い
る
だ
け
で
け
な
く

比
大
J

た
と
は
山
、
ν
て
い
る
グ
ル
プ
は
や
ば
れ
他
の
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
て
財
政
的
に
は
b
h
L
t
い

う
こ
L

一
が
わ
か
る
第

之
、
ァ
コ
父
つ
d
J
〕怠司ガムド問中」い

l
E
E
f
d
f
T
E－
－
t
 

E
J山
市
の
行
政
述
営
で
首
長
が

山
人
傑
の
れ
山
政
の
剥
状
の
反
跡
、
ー
ニ
い
う

Yτ
りーも

J
I
グ
ャ
シ
J
J

プ
を
強
調
ぃ
ヨ
ノ
る
か
こ
う
か
と
い
う
ご
J
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
い
h
q

こ
と
E
あ
る
ハ
第
一
一
に
、
地
方
交
引
税
制
浅
？

日
｝
席
始
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伎
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性
に
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い
て
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、
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反
中
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叫
内
定
を
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対
す
る
地
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j

ゴ
治
体
で
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権
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心
中
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い
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ヒ
る
u
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孔
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よ
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そ
こ
で
、
以
卜
の
よ
う
な
構
成
で
議
論
を
夜
間
、
ぶ
し
い
く
、
第
に
、
九
行
所
え
な
参
出
、
す
る
こ
三
、
調
査
の
概
安
と
分
一
rf
の
認
定

を
明
ら
か
に
し
、
分
析
ど
店
い
る
変
数
幻
説
明
を
行
う
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に
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改

F
へ
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山
一
門
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中
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改
革
が
ん
怜
肉
、
刀
日
伊
性
の
変
化

川
町
源
に
関
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j

る
改
苧
ー
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方
同
性
の
討
議
、
こ
そ
れ
ら
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規
定
じ
て
い
る
裟
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に
つ
い
て
、
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開
聞
の
分
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弘
呆
を
一
小
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に
つ
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考
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知
れ
す
る
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に
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め
て
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け
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ら
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l
Lプ
口
ア
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C
0
4
代
前
市
ー
の
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関
委
仔
事
作
抑
制
度
の
目
白
！
日
や
＝
作
一
体
心
地
ん
机
財
伐
げ
は
併
な
ど
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地
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分
権
げ
は
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方
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依
い
仁
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限
を
移
す
こ
と
L
加
え
て
、

で
き
る
だ
け
中
央
政
府
と
地
七
ヲ
ド
治
拡
い
と
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孜
恥
尖
捻
仏
制
か
一
分
離
し
て
後
者
主
巾
J
己
し
マ
い
こ
う
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ド
り
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改
革
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あ
っ

1
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い
え
る
J

｝
の
公
室
ー
の
粍
呆
や
方
向
牲
に
付
し
て
、
行
政
刊

l
J門
ィ
ス
の
供
給
の
第
一
絞
乞
担
っ
て
い
る
市

町
村
が
2
の
よ
う
九
考
、
九
て
い
る
ハ
り
か
と
い
う
」
と
が
そ
心
絞
（
り
改
革
の
J

刀
向
作
を
考
え
る
ト
て
も
♂
市
民
と
な
る
つ

～」J
一、

円
j

；J
J

氾
段
階
で
は
、

思
ヘ
削
附
な
税
同
悦
中
。
観
察
今
、
伴
っ
た
地
方
分
権
改
革
に
対
「
る
肘
川
町
れ
の
型
援
に
閑
ず
る
研
究
が
十
分
で
は
な

川
、
池
ト
乃
は
財
政
だ
け

っ
て
も
、
巾
町
村
い
の
慾
茂
に
つ
い
て
は
「
都
市
人
己
批
L

と
で
も
い
う
べ
b
p
て
つ
の
フ
ヲ
ー
ク

υ
f
m存
在

〆
て
い
る

第
一
に
、
防
政
的
に
恵
ま
れ
た
地
卜
刀
自
治
体
は
巡
の
分
離
・
分
権
の
改
革
、
市
一
昨
仙
ヲ
る
傾
向
が
強
い
y
し
い
わ
れ
て
い
る
」
も
〈
ち

4
r
v民政
h
リ
舟
数
が
高
い
ヨ
治
体
や
一
牛
ー
の
改
革
に
よ
っ
て
皮
入
が
噌
加
し
小
人
当
治
体
は
、
改
本
そ
れ
づ
体
に
刻
し
て
対
内
地
的
だ
と
推
論

財
政
約
二
恵
ま
れ
た
白
治
体
に
は
、

山
政
的
な
楽
観
さ
か
あ
る
の
で
は
は
J

か
こ
い

て
ρ
る
。
山
政
力
指

て
L
J
しょ、フ
O

M

山市一一い九、

数
の
1
U

同ト
γ

什
治
体
は
、

現
状
正
財
政
状
況
に
け
「
る
れ
品
川
意
識
の
科
昨
ん
は
ど
可

L
Cも
低
唱
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
、
｝
と
が
で
台
よ

1~ 
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つ乙仏一山一一同
l
h

財
政
的
に
恵
ま
れ
た
自
治
体
は

地
方
？
父
ド
い
い
日
抑
制
度
や
阿
昨
補
助
負
担
金
制
度
の
立
革
に
つ
い
て
応
7L
や
縮
減

を
九
日
れ
］
仏
版
本
的
な
改
υネ
を
ふ
古
t
M
L
こ
い
る
と
い
わ
れ
し
い
る
υ

財
政
力
冶
数
の
古
川
い
日
F

山
旧
日
体
は
白
ら
の
防
相
州
、
ョ
他
の
泊
肢
に
附
ヘ
刀
「
る

J、
円問

二
一
な
く
、
出
つ
の
域
内
で
使
い
で
い
〉
一
い
う
欲
ふ
が
古
川
い
ー
一
語
、
え
ら
れ
る
か
ら
f

「
ふ
る
」

v、

り
ワ
ォ
ク
日
｝
（
も
し
ば

L
ば
バ
ワ
の
ご
；
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
、
か
、
は
に
じ
て
デ
タ
的
に
投
付
け
る
こ
と
川
I

円
誌
な

の
で
あ
ろ
う
か
U

＼~ 

仙
川
！
々
口
治
体
に
汁
ず
る
ゾ
ン
ケ

l
ド
調
査
の
結
恥

一点
r午、

地
主
yh治
此
V
E
4
R象
に
し
た
ず
f

ン
ク

1
、
調
官
が
し
ば
し
ば
行
わ
わ
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
地
方
分
権
改
革
の
ヲ
え
た
イ
ン

ハ
ク
λ

に
つ
い
て
分
析

L
た
も
む
も
少
九
？
、
な
い
コ
本
稿
で
は
ア
ン
ん
／
1
λ

調
査
を
分
析
し
と
中
で
仇
一
つ
の
成
果
に
若
円
寸
。

第
一
に
取
り
仁
け
る
の
は

Jぃ

0
0
4四
月
に
地
上
μJ
分
祐
一
括
法
が
施
行
六
、
れ
に
し
川
伐
の

つ
コ
午
八
月
に
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ

l

ト
調
存
心
分
析
成
果
で
ふ
る

大
森

一
（
り
の
一
』
十
）
。
機
悶
安
江
ド
事
持
制
民
（
U
廃
H
J
V
℃
作
、
心
と
L

に
分
権
改
戒
心
効
果
J
ピ
部
沼
山
県

知
事
ゃ
市
川
川
町
村
ザ
て
お
道
府
県
お
よ
び
市
υ
出
向
れ
の
戟
叫
に
一
尋
ね
z
l
h

も
の
ご
あ
る
r

会
一
体
と
、
二
L
は、
げ

4
4
H
H二
古
川
悦
で
あ
ま
一
リ
ホ
た
は

な
い
と
い

4
袋、

h
v多
い
ふ
方
で
、
何
軒
近
前
川
県
知
！
均
一
月
行
政
語
科
引
ゃ
り
ゃ
「
く
な
っ
た
と
阿
久
口
、

1
1円
長
は
財
政
調
や
豆
一
務
主
一
で
負

担
が
増
出
し
た
〉
一
凶
答
、
て
い

い
ロ
こ
の
川
正
分
析
は
、
部
JE
刷
出
町
、
ニ
の
ご
い
較
の
中
1
2
地
方
分
権
に
刈
－
J
る
市
い
阿
川
汁

の
認
識
の
大
き
し
な
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
品
。
つ
ま
り
、
都
道
川
県
は
あ
ま
り
負
担
と
感
じ
て
お
り
ず
、
む
ー
ろ
、
日
か

h
の
関
守

し
で
多
ー
、
ご
乙
JY間
決
刻
し
て
い
る
の
に
刈
L
て
、
市
町
村
は
分
権
改
革
を
負
担
／
）
感
じ
て
い
る
f
乙
が
わ
か
る

へ？？ヘト科、

。。一年
四

一

台
f

口、。

ー
に
元
心
分
析
私
川
市
か
ら
ヰ
偏
心
深
川
崎
一
を
4
d
出
L
f
れ
ば
、

改
革
に
よ
る
変
化
を
あ
】
一
品
ち
訟
山
必
ず
、

一A仙仇
U
h
4
4荷
台
で
も
負
担
か
精
し
た
と 削、民
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し
う
不
例
が
相
川
河
的
に
ト
へ
き
い
＋
川
区
町
村
の
主
草
川
緋
散
の
認
識
が
、
そ
の
役
の
犬
、
つ
な
る
交
古
の
白
ご
と
の
t

士
ノ
に
小
久
化
〕
た
の
か
と

い－

2
一
ど
で
為
る
。
二
C
C
一
介
ア
九
月
仁
発
足
し
た
小
八
八
判
明
一
の
よ
」
心
二
位
外
J
以f
h
T

の
4
1
で
、
民
進
ー
ハ
川
川
県
は
ヤ
史
省
川
ど

時－
7
4ゐ
政
治
的
機
会
式
活
用
1

〆て
FH作
性
の
怖
い
化
、
～
積
市
i

的
に
ば
か
っ
て
い
く
方
、
市
臼
町
付
は
受
政
的
な
ま
士
で
あ
コ
た
今
一
伏

一
体
改
革
心
中
で
、
基
礎
九
一
泊
九
州
中
が
速
の
改
革
」
v
c
d
よ
う
に
認
謙
「
る
に
7
1

っ
た
の
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、
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ま
た
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付
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付
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反
で
は
交
付
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台
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ハ
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あ
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司
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械
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あ
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、
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／
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ハ
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、
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什
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岡
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革

へ

の

許

何

と

日

律

性

の

認

識

サ

ミリ

会
連
の
地
方
分
権
改
本
を
評
価
し
て
い
る
某
礎
自
治
体
の
首
長
の
回
答
に
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
作
用
し
て
い
る
の
で
削

あ
ろ
う
か
c

回
帰
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
制法＼

 

I
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(1) 第
一
に
、

表3：分権計怖の規定要内

分

？票命令設干名

:1.804 

O.Ofifi 

0.CMO 

0.050 

0.036 

0. 0:1G 

0.037 

0.007 

0.006 

0.004 

o.。OS
0.133 

0.117 

0.121 

0.114 

0.078 

州
恥

0.092 

0.034 

0. 0:1:1 

0.029 

0.005 

0.009 

0.005 

0.000 

-0.347 

0.081 

0.073 

0.100 

0.022 

0.32•1 

0.311 

806 

＂干

（定数）

財政認識

山律性

H以来僻
勿1次ff業従ギ者比i字
詰ち2次J；＇「業従事者比率

第3次産業従事者比ネ

納税人LJ(15-6・1自主人U比率）

人U増減半 (00054') 

経常Jj正文よと半

実質公債費比本

財政力舟数

首長単独）_¥'J

スヲソ 7重視型

）），＼局弔視J』

↓jーダーシッブill
R2束

f阿ヰ在済み R2来
N 

梓

白
作
性
の
拡
大
に
関
す
る
認
識
と
財
政

に
関
す
る
認
識
や
財
政
刈
指
数
が
重
姿

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る

〔表
1
参
照
）
0

般
的
に
い
え
ば
、

財
政
的
に
山
ω
ま

れ
た
地
卜
刀
自
治
体
の
ほ
う
が
分
梓
・
分

- 1%水準では
日%ノト：中で令，曲、

10%水準で有志、

離
志
向
の
改
革
に
対
し
て
評
州
は
高
い

と
い
わ
れ
て
い
る
つ
ト
ぃ
記
の
分
析
結
果

に
よ
れ
ば
、

実
際
に
財
政
h
M
指
数
が
古
川

い
基
礎
白
治
体
の
山
山
長
や
改
革
に
よ
っ

て
全
体
的
な
歳
入
、
が
地
加
し
た
と
感
じ



亡
い
る
ヨ
ヂ
プ
ム
は

一
日
必
の
地
方
分
権
投
董
に
川
河
、
J

て
高
い
計
制
4
ノ

4
7え
る
側
同
が
あ
る
三

し
か

L
、
可
尚
に
八
刀
杭
結
果
は
、
防
政
的
な
変
数
よ
い
り
J

宇
品
川
律
性
心
拡
大
に
悶
ず
ゐ
認
知
変
叫
が
献
の
ほ
ベ
が
、
分
科
u
改
革
に
対
す
る
市
一
μ

仰
に
強
い
影
響
を
及
川
は
t

て
い
る
こ
y

を
明
3

か
に
1

〆
て
い
る
J

述
の
な
権
改
革
に
よ
っ
て
ヨ
刊
が
け
の
対
小
を
惑
い
J

て
い
る
基
礎
自

治
体
。
自
長
は
、
改
ν牛
に
刻
し
ζ
低
い
詳
怖
を
守
え
る
何
山
刀
強
い
u

換
一
斉
ず
れ
ば
、
分
権
改
革
で
白
山
下
作
か
拡
r
八
L
一
γ／
｝
感
じ
て
い

る
両
氏
は
、
平
一
の
分
だ
JU
改
ホ
ー
～
対
し
て
の
刈
い
評
慨
を
与
え
て
い
る
／
一
い
え
一
寸
フ
n

財
政
廿
常
時
に
比
一
2
0認
事
変
数

b
L民
政
力
品
川
数
ふ

り
も
、
改
革
に
よ
っ
て
白
待
性
が
は
大
し
た
か
ど
う
か
と
レ
う
一
立
設
が
首
長
た
ち
の
分
権
改
市

l
E計
備
に
大
き
な
民
響
ケ
一
段
ほ
し
て
い

る
の
で
ふ
め
る
。

そ
こ
℃
、
足
一
従
r
』
ム
川
わ
い
の
J
H長
た
ら
の
r
じ
伴
内
に
関
す
る
認
知
人
波
紋
に
つ
い
て
討
伐
的
人
々
変
数
と
絡
め
て
も
弓
少
し
立
ち
入
っ
て
分

桁
J

ど
れ
っ
て
み
る

程
皮
心
人
ん
を
中
山
山
わ
す
に
J

ド
作
性
の
な
大
に
隠
す
る

作
業
と
し
て
は

つ（い
V

い
民
主
？
ま
と
渋
て
一
い
拡
大
保
刈

地心分梓Cf;_本とL堤 Iii；売の財政＂~：故

し
、
川
川

ν
く
縮
小
に
関
「
る

一
つ
の
凶
答
を
ま
と
め
℃
稲
小
筒
ー
川
と
し
、
ぞ
れ
以
外
な
「
交
わ
ら
ず
と
り
寸

i
ピ
す
る
J

そ
の

ト
て
、
川
知
十
八
M
M
凶
と
答
、
九
日
う
れ
い
た
：
ル
lli
ブ
と
縮
小
町
山
と
久
「
え
た
ん
店
長
ゲ
ヰ
l
l
ブ
の
引
政
に
悶
す
る
変
数
の
平
均
値
な
比
較
検
百
す

ザ

d’D 
' 分

析
の
乱
菜
、
改
H

早
に
t

仏
っ
て
自
作
性
、
引
拡
大
、
ν
た
と
認
識
J

て
い
る
ゲ
ル
マ
ブ
と
縮
小
〕
た
と
い
認
識
、
〆
て
い
る
グ
ル
ー
プ
こ
の
山
川

に
は
山
政
基
般
に
い
闘
す
る
d
A
数
こ
町
政
力
指
数
に
お
い
て
M

十
州
値
に
示
援
な
，
y
八
が
え
ら
れ
る
こ
乙
が
わ
か
る

〈表
4
q
参
照
）
〉

つ
ま
れ

一
日
庄
の
地
方
分
持
改
革
に
よ
っ
て
自
律
性
が
尚
小
し
た
と
い
廿
じ
て
い
る
首
長
は
、
拡
大

L
と
こ
惑
と
て
い
る
首
長
よ
h

も
、
改

u
p
r

ょ
っ
亡
山
政
丸
一
盤
P
A
体
「
戸
、
厳
し
：
な
コ
た
ζ

目
秒
台
し
て
い
る
今
、
日
で
な
n

＼

財
政
力
指
数
心
」
nれ
で
も
き
わ
め
て
脆
弱
で
あ
る
と

、
一
、
4

1

d

j
り
八
ザ
ん
rhゅ

こ
れ
ら
の
川
見
を
山
総
合
す
る
と

に
述
心
地
点
分
住
改
革
に
よ
し
法
制
度
的
に
は
白
伴
汁
が
位
十
へ

L
た
こ
と
は
あ
る
科
皮 と

（！メ人民半、 Gi ＇ス981o3日〔2什liJ." : 
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表4：円律性の拡大似向と縮小傾向のグループ関係斧

、｜’均fu'iの
標時誤ぷ

1票f令＇.i市ノ長

縮小傾向（－1)

拡大傾向 L1) 

縮小傾1l1j(-1) 0.0:12 0.295 2.905 84 

0.0日九

0.017 

O.S73 

0.580 

平均他

1.762 

1.816 

うサ

84 

152 

山伴認識

2.!i8G 1) 拡大傾！wJ( 0.049 (). 60:1 

縮小傾向（ 1) 0 .7·1•1 6.820 91.・16・1 8・1 

0.589 7.256 88.492 152 1) 拡大傾向 L
経常収支北半

縮小傾1wJ( υ 0 .:i02 4.604 16 .4:):3 84 
実質公位比ネ

0.32•[ ・l .000 H.9・11 1S2 1) 拡大傾向（

tM1J、傾向 （ 1) 0.027 0. 2・17 0.385 8•1 

0.02;, 0.:105 0.626 152 ユ，拡大傾向（
財政 )J指数

認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
好
意
的
に
一
計
仙
で
き
る
の
は

財
政
的
に
も
余
裕
が
あ
る
基
礎
自
治
休
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
立
昧
し
て
い
る
υ

基
礎
自
治
体
が
自
律
性
拡
大
の
思
出

を
一
字
受
で
き
る
ほ
ど
則
政
的
に
合
格
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
改
革

を
高
く
評
価
す
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
υ

(2) 

現
状
の
財
政
に
対
す
る
認
識

第
二
に
、
財
政
に
関
す
る
基
礎
’
口
治
体
の
認
識
に
は
、
ど
の
よ

う
な
嬰
因
が
作
用
し
て
い
る
の
か
分
析
を
行
う
っ
財
政

M
指
数
が

高
い
「
豊
か
な
某
礎
’
円
治
体
l

で
は
現
状
の
財
政
状
態
に
つ
い
て

楽
観
的
で
や
め
る
と
い
う
が
、
実
際
に
財
政
認
識
に
影
響
を
ラ
え
て

い
る

A

英
国
と
し
て
重
一
安
な
の
は
、
首
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
政
策
実
現
を

R
指
す
タ
イ
プ
か
ど
う
か
と
い
う
指
導
力
変

- 1%水準で有志

- ii%水準で有：世

数
で
あ
る

（長
43

参凶…）。

つ
ま
り
、
強
い
リ
［
ダ
！
シ
ッ
プ
で
政
院
円
標
を
追
求
し
よ
う

と
す
る
必
礎
白
治
体
の
前
長
は
、
財
政
に
か
な
り
危
機
的
な
認
識

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
財
政
的
に
危
機
と
一
認
識
し
て
い

る
首
長
だ
か
ら
こ
そ
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
政
策
の
実
現
を

(If；＿大法学） (j() (3 100) :i36〔2010.g〕
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表5：財政認識の規定要閃

議体4E文財

標準誤r.:
2.122 

0.026 

0.028 

0.020 

0.020 

0.020 

D.。04
0.003 

0.002 

0.003 

0.07!i 

0.021 

0.066 

0.068 

0.064 

0.027 

1 %水準で有想：

S%水平で有。曲、
10%水itf'.・c千1.ff、

目
指
そ
う
と
し
て
い
る
と
も
推
測
で
き

る
c

一ア

l
タ
ト
は
、
肘
政
力
指
数
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ァ
プ
刑
政
策
実
現
が
財
政

危
機
の
認
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
財
政

・
刀
指
数
が
財
政
危
機
認
識
を
胤
’
い
ん
し
、

M
政
危
機
認
識
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
政
能
楽
現
を
前
長
に
よ
一
同
さ

せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
υ

こ
の
点
を
さ
ら
な
る
デ
l
タ
か
ら
直

接
に
探
求
す
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

ン
セ
ン
サ
ス
型
で
財
政
に
関
す
る
同
答
が
ど
れ
ほ
ど
異
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
財
政
認
識
に
有
意
な
主
が
あ
る

傍
証
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
型
と
コ

B 

4.099 

-0.041 

-(J.(121 

-0.02Ct 

-0.018 

-0.020 

-0.004 

-0.001 

0.002 

-0.002 

0.1:-17 

0.026 

0.013 

0.010 

-0.009 

｛定数）

自律性

財政基盤

第1次売業従'f仁者iじ半
第2次産業従半半干上ヒキ；

第3次此業従事者比率

納税人U (lS-64歳入U比ネ）

人υ増減率 （OCト05~）

経常収支比半

実質公債費比半

財政力指数

分権;i-H耐

首l三単独Jffi.
スタァフ重視割

以局長視mi

リーダーシップ型

R2采

調猿i斉み R2来
九J

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（去
G
参
照
）っ

粁
常
収
支
比
率
や
誕
質
公
債
費
比
率
、
財
政
力
指
数
な
ど
の
客
’
閥
的
な
財
政
デ
1
タ
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
7

プ
亘
視
刑
．
の
白
治
体
と

コ
ン
セ
ン
サ
ス
重
視
型
の
向
治
体
と
の
聞
で
有
意
な
差
は
な
い
υ

し
か
し
、
自
治
体
の
貰
面
し
て
い
る
財
政
状
出
に
関
す
る
認
殺
を
尋

ね
た
質
問
で
は
、
向
者
の
聞
に
有
意
な
長
が
比
ら
れ
る
。
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
政
策
実
現
を
凶
ろ
う
と
す
る
前
長
た
ち
は
、

セ
ン
サ
ス
形
成
に
よ
っ
て
政
策
実
現
を
阿
ろ
う
と
す
る
前
長
た
ち
よ
り
も
直
‘
向
す
る
財
政
に
対
し
て
危
機
的
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
コ
ン

（阪大法学） 60 (3-101) :;37〔2010.9: 
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表6：局長のJ旨導）Jスタイルによるグループ’閣係斧

、｜’均fu'iの
標時誤ぷ

1票f令＇.i市ノ長平均他うサ力
．、．
itチ

() .022 0.349 1.142 247 リ←ダーシップ！＼＇.［

コンセ ンサス費~ 0.011 0.336 2.075 559 

o.o:u 0.484 2.721 247 リーダーシァプWI

コンセンサス1'!
盤？た政財

0.0:!1 (). 4~）日2. 712 nJV
 

「

LPυ
「
町
村

リーダーシゾプ!l9 0.'125 6.687 90.356 2,17 
経常収支北半

0.302 7 .149 89.407 559 コンゼンサス君~

リーダーシ ヅプJf;tJ 0.280 4.40:1 l!i. 94;3 247 

コンセンサス型
実質公1点費比ネ

() .189 'L-17'1 1S.79S SS9 

0.017 0.275 0.511 2,17 リ←ダーシッ-fW

o.ou 0.:005 0.524 559 コンセンサス司~
n1政 ｝J子庁放

わ
か
る
c

い
ず
れ
に
し
て
も

羽
状
の
財
政
危
機
に
閲
す
る
認
識
と
、

門
司
F
R

1
4
 

0
IU
 

Q
O
 

n
A
 

qλ

－
 

qベ
υ

p
h
U
 

A
T
 

ゃい
’A＼
 

『
俳ノ阪

リ
！
ダ
！
シ
ァ
ブ
刷
の
政
策
実
岨
J

乞

JE偏
す
る
前
長
の
姿
勢
が
大
き

く
関
係
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
つ

131 

地
N
’
父
一
付
税
制
度
及
び
同
庫
補
助
負
担
金
制
度
の
改
革
の
方
向
竹

第
一
一
に
、
地
方
交
付
税
制
度
と
同
席
補
助
負
担
金
制
度
の
改
革
の

ん
向
性
に
つ
い
て
分
析
し
て
お
く
。
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
基
礎
白

治
体
あ
る
い
は
余
桁
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
基
礎
口
治
体
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
分
離
的
危
改
革
を
支
持
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
υ

実
際

に
は
ど
の
よ
う
な
要
閃
が
交
付
税
や
補
助
金
制
度
の
改
本
の
五
向
性

に
悶
す
る
首
長
た
ち
の
認
識
に
影
響
を
午
、
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

全
体
と
し
て
は
単
純
に
財
政
的
な
袋
因
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
結

同
市
が
畑
町
ら
れ
た

（表
7
参
照
）
C

- 1%水準で有志

地
ト
刀
交
付
税
制
度
や
回
庫
仙
助
負
粗
金
制
度
の
改
本
の
方
’
同
性
に

つ
い
て
い
え
ば
、
財
政
的
仕
一
安
因
が
分
離
芯
山
の
方
向
性
に
影
響
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
υ

地
方
交
付
悦
制
度
の
改
日
午
で
は
、
現
在
の

財
政
状
況
に
あ
ま
り
厳
し
く
感
じ
て
い
な
い
慕
礎
門
治
体
の
首
長
た

ち
は
、
現
行
の
地
方
交
付
税
制
度
の
改
革
に
桔
椅
的
で
あ
る
G

意
外



j也）J分権改不と主主総山治体の財政認識

標来日良県

0.217 

0. 2Gl 

0.11'1 

0.・126 

0.402 

表7：地方交付税及び国庫何l助負担金の制度改革の方向性

-0.951 

-0. 753 

-0. 737 

0.000 

0.06!i 

0.000 

標t焦点手軽

0. 2:1:1 

0.204 

0 .Sl9 

D.527 

0.507 

財政認識

財政力指数

［信念助再1：肯k単狛型］

[1え念助言2：スタソ 7主1兄耳！リ
［信念助言3: Iポ同首tJl.~IJ

［信念肋百4：組織依存-miJ
［持導力 l：リーダーシソプill]

［｝旨導力2：：コンセンサスJ_¥'J]

0.2:>7 0.307 

LR chi2 

Log likelihood 

Ill山で付
:; ？活水準で有志

10%水準でイfE:

な
こ
と
に
、
税
源
移
一棋
を
前
提
と
し
た
上
で
財
政
調
整
制
度
そ
の
も
の

の
廃
止
を
す
る
と
い
う
岡
谷
が
、
調
査
全
休
の
母
集
団
で
あ
る

－
一
一
基
礎
自
治
休
か
ら
の
同
符
の
中
で
‘
二
九
に
も
淫
し
て
い
る
U

加
え
て
此
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
地
方
交
付
税
改
革
の
五

向
性
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ソ
プ
変
数
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
G

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
重
相
似
す
る
基
礎
自
治
体
の
内
長
は
分
離
的
な

改
革
志
向
が
強
く
、
交
付
税
制
度
の
抜
本
的
な
改
口
市
を
主
持
す
る
傾
’
同

が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
志
向
の
強
い
両
長
は
、
外
部
の
有

識
者
な
ど
の
判
え
る
規
範
的
な
分
離
的
地
方
自
治
に
閲
す
る
ア
イ
デ
ィ

ア
に
影
響
さ
れ
や
す
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
本
来
、
多
く
の
法
一

促
白
治
体
に
と
っ
て
は
交
付
税
制
度
の
呪
状
維
持
が
少
な
く
と
も
短
期

的
に
は
最
も
利
得
の
大
き
い
選
択
肢
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
c

に
も
か
か

わ
ら
ず
、
財
政
規
律
の
強
化
や
現
行
制
度
の
大
改
ゃ
を
リ
［
ダ
！
シ
ッ

プ
重
視
の
首
長
た
ち
が
唱
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
基

礎
白
治
体
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
き
た
内
部
職
員
の
主
張
が
前
長
の
意
比
に

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
の
白
川
で
、
確
か
に
首

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
強
〈
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
現
行 阿

｛阪大法学） GO (3 103) !i39〔2010.9: 



r日

制
？
止
の

F
で
段
J
u
u
含
即
的
な
選
択
は
川
川
か
と
い
う
一
一
計
で
ん
河
口
λ

と
牧
員
p

の
刷
に
f

人
刀
ぷ
意
思
郎
通
が
む
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
か
〉
モ

か
は
F
乱
打
し
い
ま
た
、

中
川
人
名
t
d
r
幻
関
係
で
は
な
く
、
地
域
内
会
と
の
関
係
の
「
γ
に
地
方
財
政
の
危
機
刀
約
一
汗
が
あ
る
と
考
え
て

J、
円問

U
る
I

什
長
で
あ
れ
ば
、
山
コ
弘
、
地
方
託
収
を
甫
視

L
て
い
る
た
の
に
移
転
U
U
W
に
刈
し
て
冷
淡
で
あ
る

一〈い〉戸、

日

「
ト
一
車
凶
吋
幼
負
担
ヨ
主
計
段
の
改
革
け
ド
グ
山
一
位
に
つ
い
て
は
、
六
人
川
い
悦
w引
い
品
の
改
与
の
万
出
制
よ
り
も
財
政
状
汎
で
つ
品
川
叫
す
る
、
｝
乙
が
吋

詑
で
あ
る
u

財
政
力
指
数
が
け
丙
い
泉
州
日
叫
す
川
汁
干
の
必
長
で
為
れ
ば
、
て
九
ー
だ
日
ド
ラ
ス
テ
イ
J

ク
注
和
一
皮
改
羊
を
ぷ
川
ず
る
傾
J

にが品目、

い－
c

必
山
々
一
小
品
…
対
涼
将
一
訟
を
削
誌
と
し
た
一
で
の
吟

H
－
引
減
と
い
F
1

↓ソテ
r
カ
ル
な
改
日
中
案
を
送
付
す
る
F
山
同
長
は
、
羽
音
材
ゑ
全
体
の

一
ム
四
一
一
基
礎
討
治
体
の
中
で
一
一
七
珂
仁
J
L
注
1
て
レ
る
c

さ
ら
に
交
付
悦
制
度
の
げ
は
不
同
必
L

興
味
深
い
の
出
、
白
川
庫
補
助
負
蛇
主
改
羊
心
右
川
悼
と
而
常
り
わ
け
、
注
官
で
内
長
が
弔
視
し
て

い
る
も
C
と
の
院
阿
部
円
で
あ
る

点
九
一
心
公
約
ゃ
ん
む
念
と
↓
一
日
目
的
江
ド
ム
叩
挑
む
助
一
μ
十
五
慢
す
る
防
長
で
あ
れ
ば

補
助
金
制
度
の
防
止
や

削
減
と
い
っ
た
史
市
t

久
ー
を
志
向
す
る
似
川
が
観
察
さ
れ
て
い
る
｝
岡
山
坪
補
助
負
担
金
史
此
に
お
い
て
J
Q
け
つ
の
信
念
や
円
ら
一
任
命
し
た

政
治
的
ス
タ
F

J

J

」
量
併
し
こ
行
政
運
営
ζ

章
一
仏
ず
る
い
長
が
分
権
的
、
な
改
詑
ー
や
川
J
P
」
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
つ

rH
じ
の
公
約
や
信

〈
る
の
実
現
す
ば
か
ろ
う
と
い

2
0、
「
只
で
あ
れ
ば
、
日
つ
の
意
向
が
反
哨
攻
、
こ
ι
く
い
補
助
金
や
負
担
令
に
対
）
て
J

小
め
が
l

人
き
い
乙
谷
易

に
ザ
測
で
き
る
c

少
な
く
と
も
、

円
引
J

の
行
政
運
常
の
市
で
、

J

光
省
庁
に
よ
っ
亡
使
選
が
限
定
さ
れ
て
い
を
ど
r
三
勺
在
利
時
、
UJ
彼

ら
の
叫
l

て
非
常
に
大
き
い

こ
の
で
勺
に

財
政
的
に
支
際
に
ん
小
が
が
あ
る
か

移
転
防
悦

あ
る
い
は
ん
小
が
が
あ
る
こ
認
訟
1

J

て
い
る
基
礎
自
ム
旧
外
の
什
長
が

に
つ
い
と
分
維
お
な
μ

川九州
f

志
向
ー
な
有
し
て
い
る
、

τ」
は
主
ず
だ
で
占
め
る
。
し
か

L
、
財
政
治
巾
品
川
ζ

日
憶
に
正
要
な
丙
古
河
「
戸
、
芋
け
ら

れ
る
の
は
、
廿
射
殺
弘
治
体
。
円
以
民
け
リ
ダ
シ
ノ

羽
伏
に
お
い
て
、

り

i
ダ
シ
：
つ
芯
川
が
強
け
れ
ば
、

ど
日
分
維
1
心
叫
が
い
山
一
レ
と

L
う
こ
と
か
明
ら
か
て
あ
る
c

日記 I、法学） "" :1川4） 三40[2υ1什日、
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四

K川
h
J
υ
h
h
rノプ、

；
；
く

l
t

地
方
分
棒
改
革
に
よ
一
っ
て
付
加
殺
山
治
体
の
じ
政
的
な
つ
い
律
悦
は
拡
大
し
ず
ケ
子
、
そ
の
結
果
、
玄
礎
自
治
併
を
絞
り
巻
く
せ
公
巡
礼
則
的

な
状
況
小
泊
万
叶
一
治
体
の
渓
r
J
U
I

山
ダ
イ
レ
ク
ト
に
げ
が
警
中
一
及
は
す
よ
う
に
は
っ
て
い
る
。

見
「
る
、
と
、
財
政
的
な
変
殺
が
分
権
改
革

の
汗
怖
に
あ
ま
り
つ
な
が
っ
て
い
白
い
ふ
う
に
志
、
一
ス
る
が
、
註
意
深
（
「
ア
タ
仕
挑
め
る
こ
、
や
は
り
院
政
治
に
余
力
の
あ
る
基
礎
ゴ

治
体
、
か
？
口
付
性
！
日
山
1

八
む
成
呆
を
い

τ一
え
し
て
改
革
へ
の
詳
怖
を
品
め
L

い
る
と
い
工
つ
こ
と
が
汗
き
影
わ
に
な
っ
て
い
る
c

ゐ
遠
心
地
力
分
権
改
品
に
よ
J
J

て
地
h
d
u
、ω休
心
白
待
注
が
強
化
さ
れ
に
と
し
て
も
、

財
政
状
況
に
以
ま
れ
な
け
れ
ば
行
政
淫
営
は

に
ら
ど
こ
弓
ケ
引
き
一
ー
勺
て
し
ま
沿
っ
υ

店
作
件
の
拡
大
そ
れ
jF一体
に
間
以
田
中
日
巾
心
し
て
い
る
J
Hじ
れ
が
い
る
一
む
で
、
。
、
干
の
予
明
V
ね

結
県
に
戸
惑
っ
て
い
る
山
長
が
い
る
「
い
う
日
と
な
の
で
の
ろ
う
υ

地心分梓Cf;_本とL堤 Iii；売の財政＂~：故

地
方
財
政
制
肢
の
攻
日
早
の
方
向
性
を
基
礎
山
口
治
作
り
戸
支
た
ち
げ
小
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
1
／
い
つ
出
に
つ
い
て
は
、
攻
在
ム
ド

面
す
る
財
政
状
況
が
め
一
一
た
ち
の
主
持
す
る
改
山
一
心
有
向
性
に
υ

判
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
F

ト
誌
の
行
政
連
日
で
の
り

l
ダ

i

ン
y

ゾ
の
立
り
！
々
日
正
’
佼
ら
の
え
け
い
オ
る
ニ
ハ
，
九
日
付
U
4
改
H
m

豆
、
補
助
会
改
苧
の
ん
川
什
に
作
用
し
て
し
る
こ
〉
が
明
、
っ
か
に
な
っ
た
ν

片
品
午
玲
目

治
体
の
首
長
た
ら
は
、
羽
行
制
浅
の
下
で
uf受
で
ざ
る
引
v
M
t

仏
り
も
、
地
方
分
段
ら
れ
自
体
に
大
さ
な
訓
他
な
認
め
る
ア
イ
一
一
y
ィ

て
い
る
ζ

ー
も
考
え
ら
れ
る
の
」
あ
る
い
は
、
？
地
じ
パ
リ
叫
山
政
制
凶
？
一
、
れ
訂
い
什
仲
b
1
1什
下
誌
が
出
ら
の
行
政
再
ル
伐
を
判
制
約
す
る
削
岩

川
と
し
て
引
認
識
さ
れ
て
い
る
と
も
き
え
J

れ
る
わ

慨
し
と
、
財
政
治
日
制
約
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
必
長
た
ち
の
意
識
に
以
映
L
、
地
万
の
ム
1
律
性
を
川
崎
め
γ

心
分
権
改
革
に
対
一
3
0被
ら

の苛川川川んゼ
f
江
lr口
L
て
い
る
。
し
か
し
、
羽
状
の
財
以
認
一
副
や
地
十
り
財
政
制
旨
況
の
μ

以
上
印
の
十
川
一
向
性
に
つ
い
て
は
、
J

山
長
心
理
主
や
行
政
恒
雄

リ討の
λ
タ
ノ
ル
が
よ
さ
く
間
以
涼
し
て
い
る
2
レ
ト
ー
点
炉
本
市
の
デ
l
々
分
析
に
お
け
る
主
交
云
発
見
て
あ
r
匂
一
地
方
財
政
制
収
に
つ
い

（！メ人民半、 Gi ＇スJCSiは1'201() ~ , 



r日

亡
分
…
…
ム
ナ
山
川
の
υ
吃
吊
pf
支
社
十
い
い
す
る
の
は
的
い
リ
、
ダ

J

／
ソ
プ
ヰ
」
エ
ニ
机
ト
リ
司
令
言
宗
た
ち
さ
あ
る
乙
単
純
山
一
4

）
て
い
え
ば
、
へ
刀
M
刊
・

志
向
の
加
ん
分
権
改
羊
を
支
持
ず
る
暴
発
JU治
件
は
、

財
政
的
に
豊
か
で
あ
る
が
、

っ
て
治
い
j
v
ダ
ー
シ
ァ
フ
を
ノ
十

J、
円問

使
L
て
1
4
の
PC政
を
運
廿
1
J
γ

てつ

r
し
て
い
る
臼
長

Z
E
Fく
円
治
体
だ
こ
い
え
る
ロ

v、

7
L

て
J
勺

の
池
上
刀
分
権
改
革
に
よ
っ
て
、
む
政
サ
ワ
f
ス
の
供
給
の
能

い
似
を
訓
一

つ
り
の
ι小
川
氏
心
分
権

う
＋
前
例
ベ
ム
コ
治
体
の
首
長
に
ち
の
分
権
改
革
や
叫
山
政

（
ノ
ウ
も
し
れ
な
い
か
停
必
に
変
化
し
て
き

r、
い
る
U

：

：

J
 

地
方
父
ハ
リ
税
や
当
軍
縮
訪
れ
ハ
担
令
と
レ
た
移
転
剥
減
に
よ
J
J

て
説
注
船
引
々
式
の
よ
う
に
山
崎
々
刀
法
ぬ
白
げ
体
の
材
攻
、
か
守
ら
れ
る

と
工
つ
町
叫
ん
待
は
、
首
長
慌
で
は
徐
々
に
議
ま
っ
て
き
て
レ
る
－
そ
の
払
果
、
地
域
経
治
札
た
の
述
レ
が
伝
奇
に
燕
純
白
j
H
M
凡
悼
の
行
政
運

f
v

に
影
響
中
及
ぼ
し
て
き
て
い
る
と
多
く
の
院
長
ヲ
に
ち
は
成
バ
じ
て
い
る
v

こ
の
よ
う
な
中
で
、

別
段
以
況
と
は
関
駅
な
く
分
持
分
析
油

志
向
心
地
ん
分
権
改
羊
を
支
持
す
る
首
長
た
ち
は
や
や
突
出

L

地
方
分
権
江
川
「
る
悲
促
一
は
つ
い
い
体
の

E
X
L人
か
り
の
は
パ
柿
的
な
姿
勢
は
、

二
G
r
u六
片
九
月
、
り
小
説
内
悶
の
川
山
内
以
降
の
地
お
分
格
改

十
仰
に
も
大
き
な
影
響

JTJえ
て
い
る
u

安
倍
晋
一
内
閣
の
下
で
、

妥
U
H
R
）
が
設
置
さ
れ
る
乙
地
卜
h
d
分
権
M
A
H小
池
山
進
委
一
ザ
ヌ
は
、
市
町
行
の
財
政
的
被
弊
と
と
も
に
地
卜
片
付
分
権
M
A
H小
へ
の
期
待
を
叩
引
い
し

て
、
池
ト
乃
は
財
政
改
品
の
問
題
し
ず
り
は
冗
省
け
の
出
先
機
関
の
統
廃
合
問
題
へ
こ
大
き
く
舵
宇
一
切
る
一
」
と
L

な
る
ν

こ
の
匂
向
は
、
二

の
ひ
じ
ハ
四
月
に
は
地
方
分
権
改
革
佐
川
ι委
員
会
（
刊
d

羽ー一
r
郎

〈
い
〉
戸
、
伝

JA04の
さ
議
院
議
円
以
黒
字
で
の

P
U
R
r
p
q
乙
の
迷
り
当
民
心
ト
八
取
り
あ
yu
、

一
回
ぷ
阻
ま
「
ノ
た
、

。
門
一
己
司
九
月
に
同
党
足
し

ビ
ー
ル
川
司
叶
川
沿
夫
7

一
閣
や
二

C
C
人
介
九
月
仁
発
足
し
た
肘
パ
1

太
郎
山
口
湖
心

P
で
ー
へ

戸
川
人
当
は
の
山
M
r
u
機
関
心
抜
本

ω、い
中
に
心
一
叶
即
日
v

置
か

れ
に
u

少
な
く
と
も
、

地
方
交
付
税
制
民
の
続
減
や
政
本
的
改
本
あ
る
い
は
ー
庄
司
ψ

祷－

m負
担
金
正
則
庄
の
峰
d
削
減
ζ

ー
い
っ
た
日
制
？
ん
民
防

政
改
木
｛
九
は
治
、
く
踏
み
込
ん

C
は
い
な
い
。

そ
も
そ
も
、
情
々
の
税
収
か
解
釈
や
款
出
の
余
地
寸
を
も
と
ず
に
政
由
的
以
汁
応
げ
か
向
指
）
に
弓
vJ

に
と
し
て
も
、
？
と
れ
ら

u
改
革
に

日記 I、法学） "" :1川ti） 三42[2υ1什日、



訟
を
う
、
え
な
い
「
拒
否
権
ノ
レ
イ
ヤ
ー

A
C
（
L
↓円

C
℃
一
内
山
ぐ
ぺ
4
3）

問
題
い
ん

d
Z
Lい
る
制
度
と
は
別
の
制
夜
、
か
新

の
f
刊
汗
げ
が

i
八
き
い
場
介
、

ど
に
利
ぃ
山
・
創
設

vo
れ
て
、

川
山
本
の
制
度
と
あ
わ
L

て
ん
件
、
〆
「
〆
て
別
の
効
果
を
期
待
す
る
と
い
う
υ

こ
う

L
て
、
制
巾
ぺ
肝
枇
九
年

つ
己
主
エ
二
三
コ
コ
』
］

、

J

’

い

JM
ぺ内
J
7ー、ヲ
F

お

2
、片品戸内
νrdHf
はつ］（））」

日
本
刀
泊
万
分
権
改
革
心
中
で
引
佼
化
さ
れ
た
父
付
税
け
結
F

減
や
一
刈
均
金
子
山
崎

H
な
と
は
、

い
す
れ
も
改
L

牛
五
施
段
階
C
は
教
門
出
の

余
地
を
与
え
る
も
の
で
は
は
い
。

一
牛
ー
の
改
革
が
制
度
化
さ
れ
れ
ば
実
施
段
階
で
政
治
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